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ーアクチグラフよる評価、昼間の光・夜間の閣の重要性一
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アクチグラフを用し叱醐賠判面とア的T生理学酎勝

能に及ぽす最簿について述べる。

1)アクチグラフによる騨毘平価

ICU入室予定患者の手術前夜の噛民

当病院ICUで管理経験が多いJl;憶に血管外科手

術症例と食遇面判断関節帳例の手術前夜の騨民

H曹司を調べた。姥剥jjl;、大血管手術 24例と食遡富

一期的樹齢青盛例 6例の計 30例で、平均年齢 58

才、手術までの入院日数は 19日であった。 噛即寺
聞の評価として手術前日明麦 7時に患者の手首に

AMI社製ミニモーションロガーアクチグラフを装

着し、術当日の朝 8時までの手首活動量を誤|陀し

た。アクチグラフは3次元の力[漣度センサーを内蔵

し、その力[漣度のテヒータを数日にわたって取り込め

る小型の装置である。 Coleが開発したアルゴリズ

ムによって手首の活動量から騨R覚醒を判別するこ
と柿1育町、醐民ポリグラフ杉漬との雌閉ま85%
の一雪解の報告がある。手術前日夜間の噛開明は

平均必5分であった。全例にベンゾジアゼピン製
剤の経口投与洲民前の醐毘壊として行われていた。

この醐民薬により手術の前夜の醐民は良く保たれた

と考えられた。

ICU入室患者の醐民

ICUは昼夜とも明るく種々のモニター音やアラ

ーム音がやかましく、昼夜を問わない気管内吸引、

採血や種々の検査で醐民が中断され入室患者の睡

眠環境としては劣悪である。この迦告な ICU環境

で術後管理を受ける患者に対してわれわれは、 「昼

は明るく夜凶1音く」といったはっきりとした明日音サ

イク凡若競での管理をめざしている。術後ICU入

室患者の醐毘利面もアクチグラフを用いた。アクチ

グラフによる視民主では、人工呼吸管理中よりも抜管

後に手首活動量間割帰句に高く臨郎章害カ朔らかに

なる症例があった。アクチグラフは ICUでは覚醒

を示すモニターとして期待できる。

2)光の重要性

旧約聖書の宵世記の最初の部沿には光を意味する

Jightという単語が 13個存在している。さらに簡
を意除するdarknessという単語は3個存在する。
旧約聖書においても光は人間にとって重要なものと

して捉えられている。登倉らは昼間 5∞oルクスの
光嚇7的支聞のメラトニン分泌と瞬夜の福A分泌
を有意に増加させることを報告している。夜間のメ

ラトニンの増加出騨即ことって有利に働くと思われ

る。さらに抱Aは最初の生体のパリヤーであるた

め、夜間に多く分泌されるととは、術後患者にとっ

ても有利に働く可倒的訪る。

光と自律柵皆吉動

JL粕変動分析は、自律梓経機能の指標として広く
臨床応用されている。 RR間隔の時系列のデータを

スペクトj岬析することで充啓袴軽機能と副充感神

経機能を別々に解析することができる。 0.04-

0.15Hzの低周波成分のlFと 0.15-0.金-Jz成分の

高周波成分の HFがスペクトル分析で求まり、

LF/町か安琳欄幾能町縄民感神経機能を

反映するoJL-R接軍制服用いて庄司妨巴(7時30
分から 15時 30分)が夜間の自律神経に及ぼす影

響を調べた。 11人の健常女性を対象とし、心電図

の RR間隔3日間にわたりま録しその時系殉L タ

を得た。スペクトj閥幹斤は MemCalc/Chiramで
行いlF，HF， LF /HFを5分ごとに求めた。夜間23

時 30分から早朝 6時30分までの平均をそれそれ

求めた。夜間の HFだ吋カ湛聞の高照度 6∞oル
クス)で生活した場合は低照度(100ルクス)で生

活した場合に比べて有意に高かった。このことは昼

間の光鴨サによって夜間の副充感持経機餅ザ唯し

たことを示オ。

光はいろいろな生理機能に対して有利に働く可能性

があり、今後臨床においても応用カ湖待できると考

えられる。




